
１　ＰＬＡＮ（目的・概要）

２　ＤＯ（実施）

事業費

人員 正規職員

　 嘱託職員

　 人件費相当額

事業費a・人件費の合計

３　ＣＨＥＣＫ（検証） →予算ベース

４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　
事務事業の方向性

環境影響評価手続き等を早急に行い、整備を進めていきます。

取組の方向性 （「継続」・「延伸」事業のみ）

○

　　　　　今後の取組内容
　　　　　　・改善策
　　　　　　・スケジュールの建て直し等

0.0

22

46,300

52,006

判断の理由

法令等の改正による見直しに伴い遅れていますが、環境影響評価
手続き等を早急に行い、今後も需要が高まる廃棄物処分場の整備
を進める必要があるため。

21年度稲永ふ頭については法令等の改正により護岸構造の強化が必要となり、名古屋市や国との構造等に関する協議に
時間を要し、環境影響評価作業が実施できず達成率が0％となっています。
※法令改正による護岸構造の強化が必要となったため、目標年度を25年度から26年度に修正変更しました。

0.10

稲永ふ頭公有水面(4.9ｈａ)を整備し、一般廃棄物、しゅんせつ土砂等を受け入れま
す。

整備場所：名古屋市港区潮凪町地先
内容・規模：一般廃棄物及びしゅんせつ土砂等の処分場整備に係る埋立護岸整備
（4.9ha）
総事業費：57億円
事業手法：【補助事業】廃棄物処理事業

根拠法令
・要綱等

実施義務

平成21～26
※

年度
※「備考」参照

        　有          　無

社会資本整備重点計画法
公有水面埋立法
名古屋港港湾計画

事業進捗率

備考
・「事業着手時点の評価」
　に対する現状での検証
・課題と対応策　等

％ 実績

事業進捗率（％）

単位

11.1

年度 19

目標

達成率（％）

概要

0.1

0.9

20

決算ベース（Ｈ21は見込）←

千円

事業着手時点の評価
（その後見直した場合は
その内容と理由を含む）

21年度は、廃棄物埋立護岸の実施設計に向けた調整を行いました。
【22年度は、21年度繰越分の実施設計を行う予定です。】

稲永ふ頭に廃棄物埋立護岸を整備することにより、一般廃棄物10万㎥、しゅんせつ土砂等30万㎥を受け入れることが出来
ます。

21年度の実施内容
【及び22年度の

実施予定】

年度 21 補足説明

21年度までの人件費は事業費aに含まれています。
22年度以降は、人件費は事業費の対象外です。

3,700

基本施策名

07稲永ふ頭廃棄物埋立護岸整備事業

19循環型社会の形成を支援する

06秩序ある港湾環境づくり

事務事業名

個別施策名

目的

うち本組合事業費a

事業期間

進捗状況を測る
活動指標

20

0

21

単位

連絡先

2,579 32,271

22
3,700

26最終
目標

千円

コード

4‐06‐19‐07政策名

平成22年度　事務事業シート

4環境にやさしい港

千円

人

人

千円

成
果

拡大
維持
縮小

コスト
拡大維持

052-654-7921

連携担当課

（企画調整室）環境担当
（港営部）港営課
（建設部）工事課

縮小

5,706

0.65

19

責任者
企画調整室
事業担当課長

（累計）100

備考（指標の算定方法など）

事業進捗率は、総事業費を100とした事業費の割合で
す。

26最終
目標

一般事務事業 建設整備事業
事業 管理

事務事業の段階
一般事務事業 建設整備事業

継続

延伸

22年度で終了

休廃止

計画化 事業化

✔

✔

✔


	一般事務事業

